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医学部 試験時間：120分 k 全問必答

! 以下の各問いに答えよ。

(1) a =
C

2¡
B

3，b =
C

2 +
B

3について，b7 ¡ a7 = c
B

dとなる 2以上の整数 c，dを求めよ。

(2) 自然数 n について，3n を 5 で割ったときの余りを rn とする。すべての自然数 n について，等式

rn+m = rn を満たす最小の自然数mを求めよ。また，20232023 を 5で割ったときの余りを求めよ。

(3) 右表は，100人の生徒を 2つのクラス X，Yに分けて行った試験

の結果である。100 人全員の点数についての平均点が 60 点，分

散が 87 であるとき，X クラスの平均点 x の値を求めよ。ただ

し，x<yである。

クラス 人　数 平均点 分　散

X 60 x 83

Y 40 y 78

(4) 関数 f(x) = e
p
3x cos 3xの第 50次導関数を f(50)(x)とする。三角関数の合成を考えることにより，

方程式 f(50)(x) = 0の 0 · x · 2¼における解をすべて求めよ。

" a，bは実数の定数とする。xの多項式 f(x) = ax4¡(a+1)bx3+(a2+b2+1)x2¡(a+1)bx+a

について，以下の問いに答えよ。

(1) a = ®¯，b = ®+ ¯を満たす複素数 ®，¯を a，bで表せ。

(2) (1)の ®，¯について，f(®)と f(¯)の値を求めよ。

(3) 0でない複素数 zが f(z) = 0を満たすとき，f # 1z ;の値を求めよ。
(4) 方程式 f(x) = 0が異なる 4つの実数解をもつための a，bの条件を求めよ。

# 辺 OA，OB，ABの長さがそれぞれ 6，5，4である4OABがある。辺ABを t : (1¡ t)に内分する

点 Pから直線 OAに下ろした垂線と直線 OAとの交点を Qとする。ただし，0<t<1である。また，点 Pか

ら直線 OBに下ろした垂線と直線 OBとの交点を Rとする。¡!a =
¡!
OA，

¡!
b =

¡!
OBとして，以下の問いに答

えよ。

(1) µ = ÎAOBについて，cosµと sinµの値を求めよ。

(2)
¡!
OQと

¡!
ORをそれぞれ t，¡!a，

¡!
b で表せ。

(3) 4APQの面積と4BPRの面積の和を S(t)とする。0<t<1における S(t)の最小値を求めよ。

$ 関数 f(x) = (x+ 3)
B

2¡ xについて，以下の問いに答えよ。

(1) 関数 y = f(x)の増減，極値，グラフの凹凸を調べ，そのグラフを描け。

(2) 曲線 y = f(x)と x軸で囲まれた図形の面積 Sを求めよ。

(3) 方程式 f(x) = f(¡x)を解け。

(4) 曲線 y = f(x)と x軸で囲まれた図形を，y軸のまわりに 1回転してできる回転体の体積 Vを求めよ。
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!

(1) c = 71，d = 2 (2) m = 4，2 (3) x = 58

(4) x = 5
18
¼， 11
18
¼， 17
18
¼， 23
18
¼， 29
18
¼， 35
18
¼

"

(1) ® =
b§
C

b2 ¡ 4a
2

，¯ =
b¨
C

b2 ¡ 4a
2

（複号同順）

(2) f(®) = 0，f(¯) = 0 (3) 0

(4) b2 ¡ 4a>0，a Ë 0，a Ë 1，a¡ b+ 1 Ë 0，a+ b+ 1 Ë 0

#

(1) cosµ = 3
4
，sinµ =

B

7
4

(2)
¡!
OQ =

8¡ 3t
8
¡!a，

¡!
OR =

9+ t
10

¡!
b

(3) 最小値：
45
B

7
152

$

(1) 極大値：
10
B

15
9

，図示は省略

(2) S =
20
B

5
3

(3) x = 0，§
B

3

(4) V =
1016
B

2 + 200
B

5
105

¼
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